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研究の概要報告 

 

１．全体の感想 

 本年度は、観察記録や分析表、資料の提示など、ICT 機器を効果的に使用した実践が多く報

告された。技術の見方・考え方を働かせて問題を解決する際、短所・長所が混在することに気

付かせ、折り合いをつけて技術を最適化することが大切であると確認された。 

 

２．討論の内容 

(1)技術の見方・考え方に関する授業実践 

地域の交通状況から、技術の見方・考え方を働かせて自動運転の実用化について考えていく

実践や、既存の技術を評価し、そのよさを自らの栽培にいかしていける生徒の育成をめざした

実践などが報告された。技術の見方・考え方に意識を向けて、最適な解決策を考える思考ツー

ルを利用することで、生徒の思考力・判断力を向上させることができたことや、PDCA サイクル

を意識した二度の栽培活動が、自信をもって作物を管理する生徒の姿につながったことなどが

報告された。 

 

(2)よりよい生活、持続可能な社会の構築に関する授業実践 

 SDGs を意識した未来 CAR を製作する中で、持続可能な社会の構築にむけ、自ら工夫し創造す

る生徒の育成をめざした実践や、地域の名産を栽培する中で、よりよい生活の実現にむけて工

夫する生徒の育成をめざした実践などが報告された。地域社会に焦点をあてた問題解決的な授

業構想が、生徒の学習意欲を引き出し、学びを深めることにつながったことや、新学習指導要

領に対応させた、生徒の変容を的確にとらえる評価の工夫が必要であることなどが確認された。 

 

(3)技術の最適化への追求に関する授業実践 

 生徒が対話を通して試行錯誤しながら協働的に学び、最適な土の配分について考える生物育

成の実践や、「環境」「経済」「社会」など多面的に課題をとらえて製作品を最適化し、課題を解

決できる生徒の育成をめざした実践などが報告された。イメージマップやダイアモンドランキ

ング等の思考ツールを効果的に使うことで、問題解決のアイデアを広げ、生徒の考えを整理さ

せることができることや、レーダーチャートや付箋を利用することで、グループの話し合いに

深まりが生まれたことなどが確認された。 

 

助言者からは、双方向性コンテンツのプログラミングの授業案や、評価基準についての指摘

があった。また、生徒の具体的な姿をとらえて手だてを検証できるとよいということや、Society

５.０にむけた新たな技術だけでなく、農業や工業など、技術教育の原点についても継続して考

えていく必要があるという指摘があった。 

  



報告書のできるまで 

 分科会に報告された内容を参考に、助言者の先生方をはじめ諸先生方のご指導を得て作成し

たものである。 

助  言  者 太田 弘一 （愛知教育大学） 柴田 洋文 （蒲郡・中部中） 

教育課程研究員 井戸 康智 （名古屋・港南中） 鵜飼 達也 （春日井・南城中） 

 山本 誠二 （名古屋・新郊中） 岡嶋 浩貴 （名古屋・大曽根中） 

 佐藤 祐輔 （海部・七宝中） 青山 秀哉 （西春・西春中） 

 佐々木裕直 （北設・東栄中） 松山 元希 （蒲郡・形原中） 

 加藤 久海 （稲沢・治郎丸中）   

 

報告書の要点 

  

「エネルギー変換の技術」において一昨年度から歯車を使った動力伝達のしくみに焦点をあ

て研究をすすめてきた。生徒自身が生活する地域に適応する電気自動車の開発をめざし、製作

の中で出てくる課題の解決にむけて検討、計画、実践、評価といった学習活動を行ってきた。

また、持続可能な社会の実現をめざし、SDGs の課題も意識させた。SDGs の課題を意識した電気

自動車の製作を行うことで、環境と社会のかかわりを考慮し、よりよい生活・製品づくりにす

るために問い直しを続けることができる生徒の育成をめざしてきた。 

 電気自動車を製作するにあたり、「TECH 未来 BASIC」という教材を使用した。エネルギー変

換には欠かせない動力伝達の機構について、体験的な活動を通して、ギア比やトルクといった

歯車の基本的な知識を習得させた。その中で、自らが設定した課題の解決のため改良、改善を

繰り返しながら実践をすすめた。そして、「出会う」「向き合う」「ひたる」「つなげる」と

いう学びのつながりを意識して単元を構想した。特に、「出会う」場面で身近な機器を分解す

るなど、学習に対する関心を高めたことで、以後の問題解決に意欲的にとりくんでいく姿が確

認された。 

 今回の実践を行うことで、実践的・体験的な学習活動を通して獲得した知識と技術、よりよ

い生活にむけて考え、動くことのよさや社会とのかかわりを実感し、自ら工夫し創造する実践

力を身につけられると考えた。 

 技術の見方・考え方に気付き、課題解決に必要な知識・技能を身につけ、その知識・技能を

活用して問題解決することで実践力を養い、よりよい社会の実現と持続可能な社会の構築にむ

けて自ら工夫し創造しようとする態度を育みたい考えた。 

  



よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築にむけ、自ら工夫し創造する生徒の育成 

－大塚町に適応した電気自動車を開発「SDGs を意識した未来 CAR」の実践を通して－ 

 

１ はじめに 

 

 私たちは今、情報社会の変革期の真っ只中にある。生活を豊かにしている電化製品や自動車

などには、AI が組み込まれたことで、さらなる発展を遂げていくことが予想される。しかし、

そのような製品は工場のライン工程で機械的につくられているため、しくみを目にする機会が

ほとんどなく、「ブラックボックス化」されている。そのため、生徒たちはさまざまな製品や

機器を扱うことはできるものの、構造やしくみを意識したり、用いられている技術を適切に評

価したりする機会は少ない。また、持続可能な社会の実現をめざして、ガソリン自動車から電

気自動車へシフトチェンジするなど、エネルギーを有効に活用する技術の構築が望まれている。 

そこで、エネルギー変換を利用した製品のしくみに焦点を当て、製品を適切に評価し、利用

しようとする態度を育てたいと考え、一昨年度から歯車を使った動力伝達のしくみに注力して

授業を構想してきた。使用する教材「TECH 未来 BASIC」は、エネルギー変換には欠かせない動

力伝達の機構について、体験的な活動を通して考えさせることができる。また、オリジナルの

電気自動車を容易に設計・製作することができ、評価や改善を繰り返しながら個々の追究を深

めることができる。製品の構造だけでなく、環境面や安全性にも視点をもたせ、適切に製品を

評価し、利用しようとする生徒の育成をめざして実践をすすめたいと考えた。 

２ 主題設定の理由 

本校の２年生は、教員や仲

間から教えてもらったアド

バイスを素直に受け入れ、さ

まざまな視点から物事を見

ることができる生徒が多い。

その反面、単発的な意見が多

く、根拠をもって説明した

り、具現化したりすることが

難しい。 

今回の実践をするにあた

り、事前に行ったアンケートでは、身近な製品のしくみについてあまり知らない、全く知らな

いと答えた生徒が半数を占めていた。また、作業が苦手、自信がないと答える生徒が多くいた

（資料１）。そのような生徒たちに、実際に動力を用いた製作物をつくることで、動力伝達のし

くみを体験的に学び、設計・製作・評価・改善といったものづくりの見方・考え方を身に付け

る中で、製品を適切に評価し、利用しようとする態度を育てたいと考えた。 

１年次は、総合の時間で SDGs について学習を行った。SDGs のとりくみ内容や、自分たちが

できることを考えた。学校区内の海にごみが流れ着くこともあり、環境的な側面にふれること

ができた。２年生では、職業講演会で実際に企業の方を招き SDGs が深く密接していることを学

習した。 

そこで、技術分野では一人ひとりを企業と見立てて SDGs の課題を意識した未来 CAR を製作

 

資料１ 「事前のアンケート結果」（対象 48 人） 



する中で環境と社会とのかかわりに迫りたいと考えた。そして、「TECH 未来 BASIC」を用いて電

気自動車を製作する中でエネルギー変換と化石燃料などについてふれ、SDGs の考え方を通して

個々の課題について考えさせ、動力伝達のしくみについて興味を高めるために、身近な機器の

分解や製作した電気自動車を評価する視点を絞り、単元をすすめることにした。地域特性から

問題を見出し、SDGs の課題を意識した電気自動車の製作を通し、よりよい生活にむけて考え、

動くことのよさや社会とのかかわりを実感してほしいと願い、本主題を「よりよい生活の実現

と持続可能な社会の構築にむけ、自ら工夫し創造する生徒の育成」とした。 

３ 研究の内容 

（１） めざす生徒像 

 本研究におけるめざす生徒像とは、以下のような生徒である。 

【このような生徒たちを】        【このような生徒たちに】 

 

 

 

 

 

 

（２） 研究の仮説 

Ⅰ 身近な電気機器を分解することで、動力伝達のしくみやものづくりに対する興味をもつこ

とができ、主体的に課題を追究できるだろう。 

Ⅱ 単元構想を工夫し、SDGs の視点を取り入れた電気自動車の製作をしたり、製作物をタブレ

ットを用いて分析したりすることで、環境と社会のかかわりやものづくりの見方・考え方を

深め、学びを普段の生活に広げることができるだろう。 

（３） 研究の手だて 

Ⅰ―ア 身近な機器の分解            <検証方法：活動の様子、振り返りから> 

単元の導入として、扇風機や自転車、缶切り、アナログ時計、鉛筆削りを用意して、実際に

生徒たちに分解させる。普段何気なく使っている「ブラックボックス化」されている機器を分

解することで、どのようなしくみで動いているのか、またその一部として歯車が多くの機器に

使用されていることを体験的に認識できるようにする。身近な機器の分解で構造を視覚化する

ことで、歯車をはじめとする動力伝達のしくみに対して関心をもち、意欲的に課題解決にとり

くめるようにする。 

Ⅱ―ア 問題解決的な単元構想 

<検証方法：活動の様子、振り返りから> 

生徒が自ら学びを追究していくため

に、問題解決的な単元を構想していく。

単元前半で歯車の基礎基本の知識を学

習する。単元後半でそれをいかして電気

自動車を製作して、課題の解決をめざす

ようにする。そして、全体の流れを「出

会う」「向き合う」「ひたる」「つなげる」

・多くの疑問をもち、生活を振り返り、

自分の目標にむけ努力できる生徒 

・目標達成を終着点と考え、現状よりも
少しの成長で満足する生徒 

・普段当たり前に使っているもののし
くみを知らない生徒 

・体験的・実践的な学習を通して、主体的
に課題を追究し、環境と社会のかかわり
やものづくりの見方・考え方を深めると
ともに、学びを生活に広げられる生徒 

・目標達成を終着点とせず、よりよい生活・
製品づくりにするため、問い直しを続け
ることのできる生徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出会う 歯車との出会い 

問題解決的な単元構想 

〇追究したくなるような課題設定（電気自動車の製作） 

生活から      社会の変化から    生徒の振り返りから 

向き合う 歯車の基礎基本の知識の習得 

つなげる 生活や社会と関連づけ未来の自動車産業について考える 

ひたる 電気自動車の製作 

   

新たな発見や学
習課題を捉える
過程 

知識の習得や個
の思い、考えの獲
得の過程 

製作を通して、個
の思いや考えを
深める。追究する
過程 

学習を生活につ
なげる過程 

 

 

 

 



として学びがつながるように意識して構想する。 

「出会う」では、今まで気付かなかったり、既習の考えとのずれを意識したりすることで、

生徒たちは学習課題をとらえ、意欲をもって追究の時間にすすめるようにする。 

「向き合う」では、追究に必要な基礎的な考えや技能を獲得したり、個々に追究をすすめた

りすることで、個の思いや考えなどを獲得できるようにする。 

「ひたる」では、仲間と一緒に追究したり、個の考えを再構築したりすることで、自分の思

いや考えなどをさらに深めることができるようにする。 

「つなげる」では、自分の追究を振り返ることで、これからの自分の学び方にいかそうとす

ることができるだろう。また、各単元で課題をそれぞれ設定することで、環境と社会のかかわ

りやものづくりの見方・考え方を深め、学びを生活に広げられるようにする。 

※ものづくりの見方・考え方とは、製品やそれに使われている技術などが生活や社会、環境等

に与える影響を評価し、適切に選択したり活用したりすることのできる力。また、PDCA サイク

ルを意識しあらゆる側面から製品を見つめ、よりよい製品づくりにむけた製作ができる力と考

える。 

Ⅱ－イ 問い直し場面の設定          <検証方法：活動の様子、振り返りから> 

 課題である電気自動車製作の際、進行状況や困り感などを共有する時間を設定する。それぞ

れ課題が違う仲間どうしでの話し合いを行うことで、多くの視点からの情報を得ることができ

るようにする。また、自分が製作した電気自動車について説明を行うことで、構造上の工夫や

動力伝達のしくみについてより深い理解につながるようにする。 

 教員からの資料提示として、昔の自動車と、現在の自動車の写真を見せ、比較させる。自動

車産業の発展について考えることで、SDGs に関連した安全面、経済面、環境面などについて考

え、製作にいかすことができるようにする。また、振り返りの場面でも SDGs に視点をむけ、製

作した電気自動車を評価することができるようにする。 

Ⅱ―ウ タブレットを用いた分析表の活用     <検証方法：活動の様子、振り返りから> 

電気自動車製作の際、タブレットを用いた分析表を活用する。紙媒体ではなく、コンピュー

タ上に記録を累積していくことで、記録の上書きや変更が容易にできるようにする。また、写

真や動画も製作ごとに残すことができると考えた。試作した電気自動車をデータ化することで、

電気自動車の問題点や次の製作への改善点が明確になるようにする。タブレットを活用し、製

作した電気自動車の分析結果を記録していくことで、前時までの製作物の写真や動画を見返し

たり、改善点をすぐに振り返ったりすることができ、問い直しが容易にできるようにする。 

４ 実践と考察 

（１） 教具について 

 本研究は、「TECH 未来 BASIC」 

（東京学芸大こども未来研究所）を使用する。 

① 教具のねらい 

 「TECH 未来 BASIC」は、工具を必要とせず、歯車

をかみ合わせたり、ワンタッチで部品の接合や分解

ができたりする。さまざまなパーツを組み合わすこ

とができ、比較的短時間で何度も改善・改良ができ

るため、生徒の自由な発想を実現することが可能だ

 

TECH 未来 BASIC（1 人分のセット） 



と考えた。また、やり直しが容易なことから、考えや思いに対して不安や心配を抱える生徒

でも、自信をもって何度も製作にチャレンジするきっかけとなると考えた。 

② 提示の工夫 

 購入した一人分のセットの部品数では、製作する電気自動車の構造や歯車の組み合わせが

限られてしまう。広い視点で工夫ができるよう、製作の条件を「使用できる電池は２個」の

一つだけとした。学年分のセットを集め、それぞれの部品を自由に使用できるよう提示した。 

（２） 問題解決的な単元構想の実際 

「大塚町に適応した電気自

動車の開発 SDGs を意識した

未来 CAR」というメインの課題

提示し、「電気自動車ってどの

ような自動車だろう？」「SDGs

と自動車作りってどのような

かかわりがあるのだろう？」

「大塚町ってどんな町？」な

ど教員から視点を与え、調べ

学習や製作計画をすすめてい

く。 

電気自動車の製作は、個人

で課題を設定してすすめてい

き、製作ごとにワークシート

に記録（重さ・重心・歯車の数・

回転比など）していく。記録の

ポイントを指定することで、

製作時に重要となる部分を焦

点化する。また、歯車の数や回

転比を入れることで自動車の

構造の部分だけでなく歯車の

組み合わせを意識した製作が

できるようにする。 

ある程度、製作がすすんだ

段階で、それぞれの電気自動

車を紹介し合い、なぜそのよ

うな設計・構造にしたのか話

し合うことで、それぞれで設

定した課題を解決する最適な

電気自動車の考えを深めてい

く。実際に、大塚町内にある坂道（傾斜 15 度）の道を再現し、走らせることでトルク、車体の

軽さなどを考える課題を与える。そこからは、個人で課題解決にむけて製作をすすめていく。

生徒が導き出した課題に対する解決策を大切にしながら、問題解決にむけて追究していく。 

このような

生徒を 
・生活をふり返り、自分の目標に向け努力できる生徒 
・普段当たり前に使っているものの仕組みを知らない生徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

このような

生徒に 
体験的な学習を通して、主体的に課題を追究し、環境と社会の関わりやものづくりの思考を深める

とともに、学びを生活に広げられる生徒 

生活の中で歯車がたくさん利用されていることを知ろう① 

◯扇風機や時計の中身ってどうなっているのだろう？ 
・普段は見えないけど、時計や扇風機にはたくさんの部品が使われているんだ 
◯時計や扇風機、自転車、鉛筆削りなどに共通している部品って何だろう？ 
・いつも利用する物に歯車が使われているんだ 
・歯車ってすごい 

歯車はどのような役目を果たしているんだろう？歯車の仕組みについて知りたいな 

歯車の特徴をつかもう②③ 

◯大きさの違う歯車を組み合わせると、回転速度やトルクはどのように

変わるのか考えてみよう。 

・2 つの歯車を組み合わせると、反対方向に回るんだ 
・回転速度○大→トルク○小、回転速度○小→トルク○大の関係がありそう 

大塚町に適応した電気自動車の開発をしよう 

SDGｓを意識した未来 CAR④⑤⑥⑦⑧ 

◯電気自動車ってどのような自動車だろう？ 
・二酸化炭素を排出しない 
・ガソリンを必要とせず、電気でモータを回し走行する 
◯SDGｓと自動車作りってどのような関わりがあるのだろう？ 
・CO2 を排出しない自動車を作ること（電気自動車・水素自動車） 
・全ての人が安心・安全に運転することができる自動車を作ること 
◯大塚町に適応した電気自動車って何だろう？ 
・狭い道が多いので、小さい車が必要だろう 
・農家の方が住んでいるため、荷物がたくさん運べる車が必要だろう 
◯開発計画を立てよう。 
◯大塚町に適応した電気自動車を開発してみよう。 
・速さを求めすぎると坂道を登らないな 
・歯車を組み合わせすぎて車体が重くなり坂道を登らなくなってしまった 
・たくさん荷物が運べるように荷台を付けた 
未来の自動車産業について考えよう⑨⑩ 

◯日本の電気自動車についての政策を調べてみよう 
・2030 年にはガソリン車の販売がなくなるんだ 
◯なぜ電気自動車の普及を進めているのだろう？ 
・SDGｓの目標にもあるように、未来の環境を守るためかな 
◯学習のまとめをしよう。 

出会う 

向き合う 

ひたる 

つなげる 

歯車の仕組みを利用して何か作りたいな 

マインドマップを利用して大塚町に

必要な電気自動車について考えるこ

とで、様々な視点から地域を見つめ、

課題を明確にして地域のニーズに合

った構想をたてさせたい。 

タブレットを使って電気自動車を撮

影し、発表や前時の復習に使うこと

で、各時間の製作の累積や製作品の

改善に役立てたい。 

実物を見せ（また解体して）、それぞ

れに共通していることを考えること

で、生活の中の多くの物には、見え

ない部分で歯車が使われていること

に気づかせたい。実際に部品として

歯車が使われているところを目にす

ることで、歯車にはどんな役割があ

るのかという思いを引き出したい。 

実際に歯車を組み合わせ、動かすこと

で、自ら歯車の特徴を発見し、歯車に

関する基本的な知識を定着させたい。

また、見るだけでは分かりづらいトル

クの関係についても体験的に理解さ

せたい。 

一人一人を企業と見立て、電気自動車

の製作をすることで、ニーズやコス

ト、環境面などを考えた製作をさせた

い。 

これまでの学びを振り返り、計画、

実行、評価、改善といったものづく

りの思考や環境と社会の関わりに

ついて深めたい。また、これからの

生活に生かしていけそうなことを

全員で考え、学習につなげていきた

い。 

 

 

 

 

 

 



（３） 授業実践 

①「手だてⅠ―ア、Ⅱ―アの検証」 

歯車との出会いとして身近な機器の分解をした。あらか

じめ扇風機や自転車、缶切り、アナログ時計、鉛筆削りを

教室に用意した。それぞれの機器を分解していくと、「扇風

機の中身なんて初めて見た」「時計ってすごく細かい部品で

出来ているんだ」など食い入るように分解する姿がみられ

た（資料２）。鉛筆削りの分解をしていた生徒が「鉛筆削り

の中身に歯車があった」とつぶやいた。すると、その言葉

を聞いた別の生徒が「扇風機の中身にも歯車があるぞ」と

歯車の存在に気付いた。分解した５つの機器、すべての中

身を確認し、共通部分は歯車が使われていることだと全体で確認をした。また、実物を用意で

きなかったカプセルトイやエスカレータなどの中身にも歯車が使われていることをテレビに映

し、身近な機器の中身には、歯車が多く使われていることを確認した。 

共通部分に気付いた生徒たちに、「歯車の役割ってなんだろう」と問いかけた。すると、生徒

は「回転する」と予想した。生徒は振り返りに、「分解しないと中が見られないから、鉛筆削り

や時計などに歯車が組み込まれていると知り、すごく驚きました。歯車が使われている物が多

く、歯車ってすごいなと思いました。歯車が使われているものをもっと自分で見つけたいです。」

と記入した（資料３）。 

このことから生徒は、歯車に興味が

湧き、エネルギーを変換する技術に関

心をもち始めていることがわかる。ま

た、学校での学びを自身の生活に結び

つけようとしていることがわかる。 

②「手だてⅡ―アの検証」 

 電気自動車を製作するにあたり、

個々の課題を明確にするために SDGs

や大塚町の特色について生徒と確認し

た。「SDGs と自動車作りってどのような

かかわりがあるのだろう」という調べ

学習では、CO₂を排出しないことや安心して生活が

できるよう安全性を高めた自動車の開発が必要だ

と、環境面と自分たちの生活に考えを広げることが

できた。生徒は、「SDGs は電気自動車とも関係があ

り、CO₂排出の削減や自然災害で被害にあった人々

に車から電気を供給することができ、環境面や人々

の健康を支えられる」と考えた（資料４）。 

ウェビングマップを用いた大塚町の特色を考え  

資料５ 「抽出生徒のウェビングマップ」 

 

資料２ 機器の分解の様子 

 

資料３ 「生徒の振り返り①」 

 

資料４ 「生徒の振り返り②」 



る場面では、「道がせまい」「国道に面している」「畑が

多い」などさまざまな視点から大塚町を見つめることが

できた（資料５）。生徒は、自分が考えたウェビングマッ

プから「畑が多い」ことがわかったため、電気自動車を

製作することに決めた。畑で収穫した農作物や畑で使う

農具などが運べるよう荷物をたくさん乗せられる電気自

動車を構想した。加えて、SDGs の課題として「７エネル

ギーをみんなに、そしてクリーンに」という項目から、

製造時に排出される CO₂を考え、部品数を少なくして車

体が軽くなる構造で製作した。 

生徒が作成した製作計画（資料６）からは大塚町の特色をつかみ、ニーズに合った電気自動

車の構想をしていることがわかり、環境と社会とのかかわりについても意識して製作にとりく

もうという思いが感じられた。 

③「手だてⅡ―ア、イ、ウの検証」 

自分が目標とする電気自動車を明確にし

たうえで、大塚町に必要な電気自動車の製作

に取り掛かった。生徒は、まず荷物がたくさ

ん乗せられるよう動力部分と荷台部分を分け

て製作しようとした。形になるまではスムー

ズに製作することができた。しかし、走行させ

てみると斜めにすすんでしまった（資料７）。 

毎時間の評価として、６つの視点（ニーズ、

コスト、デザイン、安全性、スピード、トル

ク）をあたえ、分析表をつけた。そこには、

斜めにすすんでしまった理由として「歯車の

かみ合わせや、構造のゆがみが原因ではない

か」と、自分なりに原因を考えた。 

次の製作では、前回の課題をふまえて軸の

角度や左右のバランスの調整を行った。実際に荷物（さいころ）を乗せて走行させてみると、

直進性は改善されていたが荷物の重みに動力が耐えられず途中で止まってしまった。生徒は、

前時までの学習プリントを見返し、力が出るギアの組み合わせを確認した。 

自動車産業の発展から様々な工夫を凝らした自動車が登場してきていることや SDGs に関連

した安全面、経済面、環境面などについて改めて意識させるために、教員からの問い直しの場

面を設定した。さまざまな自動車の写真を見せると、スピードに特化した自動車もあれば、坂

道（オフロード）に特化した自動車が存在することに多くの生徒が気付いた。そして、それぞ

れ何が違うのかと考え始めた。また、昔の自動車の写真も見せると、外装はもちろん内装にも

関心を寄せ、「昔の自動車は装備が少なく軽そうだ」とつぶやく生徒もいた。抽出生徒は、さま

ざまな自動車の特徴を比べる中で多くの荷物を運ぶためには力が出る４WD のギアが最適では

ないかと考え、動力部分の改善にあたった（資料８）。 

製作を終え、生徒は「自分が課題で考えた、荷物をたくさん運ぶことについては荷台をつけ

  

資料７ 斜めに進んでしまう電気自動車 

  

資料８ 1 つのモータからの動力を 4 輪すべて伝 

   えることができる（４WD）電気自動車 

資料６ 「生徒の製作計画」 



課題を解決できたと思う。しかし、力を

重視した歯車の組み合わせにした分ス

ピードが出なくなってしまった。SDGsの

課題でもある部品数のことを考えると、

スピードと力強さの両方を取り入れた

電気自動車を製作するのは難しいと思

った。」（資料９）と自分なりに製作を振り返った。大塚町に必要な荷物をたくさん運ぶという

視点から、車のデザインを工夫し荷台をつけたり、新たな問題を見出したりしていることがわ

かる。 

以上のことから、部品数を減らして CO₂を削減しようとする視点（環境面の視点）を持ち続

け、資源やコストを減らすことにつなげようとしていることがわかる。製作を通して、課題追

究のために主体的にものづくりにとりくみ、環境と社会のつながりを考えて製作できたと言え

る。 

④「手だてⅠ―ア、Ⅱ―ア、ウの検証」 

製作したペアごとに電気自動車

の発表をし、未来の自動車産業に

ついて話し合った。生徒は、実際に

製作した電気自動車や分析表を見

せながら自分たちの考えを説明し

た（資料 10）。 

資料 10 から、ただ荷台をつけた

だけでなく、荷物を運ぶ馬力が出る

ように、トルクを工夫するととも

に、坂道（上り坂）を考えて重心を

後ろにするという工夫しているこ

とがわかる。重心を後ろにすること

で、車体が安定し前輪がスムーズに

動くようになった。 

生徒は課題解決のために６つの

視点について考え、タブレットに累

積された分析のデータや写真を活

用し何度も製作を繰り返した。環境

と社会のかかわりについての発表

では、製作するにあたってあらかじ

めたてた SDGs に関する目標に対

し、「SDGs の課題に対して意識した

ことは、部品数を少なくしたことで

す」と話した。その理由として、電気自動車の組み立てのときだけでなく、部品の製造時や自

動車の廃棄時に多くの二酸化炭素が排出されることで環境に影響を与えると考えた。生徒は、

実際の授業で行ったことだけでなく、それまでの過程にも意識的な思考をめぐらすことができ

 

資料 10 抽出生徒の分析表（上 1 回目・下最終） 

 

資料９ 「生徒の振り返り③」 



た。目の前にある情報だけでなく、さまざまな視点から自分なりの答えを導いたことがわか

った。また、生徒たちは世界が、すでにガソリン車の廃止に動き出していることを知ったと

きには、驚いた表情をしていた。そして、多くの生徒が「社会と環境とのかかわりを考えた

ことで電気自動車の重要性が分かった」、「日本の電気自動車の普及は自分たちにとっても関

係のあることだから考えていきたい」と振り返りに書いていた。よりよい社会の実現にむけ

て、地域や SDGs の視点をもって、電気自動車の製作を行ったことがわかる。「課題を見つけ、

改善して最適なものを作っていくのは難しかった」と書いている生徒がいたことから、さらに、

製作の中から生まれた問題を解決するために追究を続け、自分なりに最適な答えを出そうと

していることがわかった（資料 11）。また、「今、電気自動車は誰かが作ってくれるものだけ

ど、SDGs の課題には生活の中でほかに自

分たちにもできることがあるのではな

いか」という生徒の発言から、電気自動

車の製作が、社会と環境とのかかわりに

ついて考えるきっかけになり、学びを生

活に広げることができたと言える。 

５ 研究の成果と課題 

手だてⅠ―ア 身近な機器の分解 

生徒の振り返りには歯車について知りたいという思いが書かれていた。生徒たちにとって身

近な機器を分解して、普段見る機会のない動力部分を実際に見たことが、歯車への関心や以後

の課題に対して意欲的にとりくめたことにつながったといえる。また、何人もの生徒が機器の

中身を初めて見た、驚きや発見が振り返りに書かれていた。中には、ミシンやエレベータなど

歯車の役割を予測するなど、学習した内容を生活と結びつけて考えた生徒もいた。 

手だてⅡ―ア 問題解決的な単元構想  

単元前半の「向き合う」場面で体験的に歯車の知識を学べるよう「TECH 未来 BASIC」を使用

し、個人で追究させた。しかし、個々の追究状況が違い、知識の定着が曖昧なまま製作へ入っ

てしまう生徒も見られた。この課題を解決するために、全員が知識を習得できるようなスモー

ルステップの課題提示や、追究の時間の確保をしていく必要があると感じた。単元を貫く課題

を軸に、大塚町に必要な電気自動車の製作をしたことで、生徒たちは課題の解決をはかるた

めに、電気自動車の分析・改善・改良を繰り返し行い、ものづくりの見方・考え方を深めるこ

とができた。このことは、生徒が製作した電気自動車の変化やワークシートからも読み取る

ことができる。また、今回は SDGs や大塚町の特徴など多様な視点をもとに製作や課題の追究

を行った。走行可能な電気自動車を製作することはできたが、すべての項目に気を取られ、自

分が立てた課題をクリアする電気自動車の製作といった大きな課題からそれてしまう生徒も見

られた。そして、「つなげる」の場面で学びを生活に広げていく際、多くの生徒が歯車だけの関

連性で考えていた。この課題を解決するため、トレードオフの考え方やエネルギー変換の技術

という大きなまとまりで生活と関連付けられるよう、エネルギー変換効率への意識をもたせる

ことが必要だと感じた。 

手だてⅡ―イ 問い直し場面の設定 

問い直しの場面として、新旧の自動車を比較し、自動車産業の発展について考えたことで、

実際の自動車の工夫を製作につなげることができた。また、部品数が少なく軽かった昔の自動

 

資料 11 「生徒の振り返り④」 



車に比べ、部品数を増やし重量は重くなったが、快適さや安全性が向上したこと、排気ガスの

排出、電気自動車、水素自動車の開発など環境面についても考えることができた。単元最後の

発表では、「なぜ４WD にしたのか」「安全性を高めるためには」と動力伝達のしくみや構造上の

工夫など根拠をもって話すことができた。 

手だてⅡ―イ タブレットを用いた分析表の活用 

資料 10 内の「次回への見通し」の記述にあるように、生徒は製作した電気自動車を分析する

ことで課題を見つけ、次回への見通しをもつことができた。また、写真や動画を活用し、前時

の製作を振り返る姿も見られた。分析表を使ったことで分析・改善・改良といったものづくり

のサイクルを必然的に実行することができた。 

生徒たちの生活に密着した教材・授業計画。個の追究がより深まる課題の提示について考

え、これからも授業研究にとりくんでいきたい。 
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